
　豊浦小学校4年生12名は、総合的な学習の時間の一環として、有珠山噴火における減災教育につ
いて学んでいます。1学期からは、教育委員会や役場の方を講師に招き、有珠山噴火の概要や自然災
害に備える町の取組について学んだほか、火山マイスターとともに噴火の遺構や三松正夫記念館を
見学しました。
　9月12日には、火山マイスターのガイドのもと昭和新山に登り、保護者7名も参加して火山のエネ
ルギーを肌で感じました。下山後、児童は昭和新山の麓で観光客に向けて学習の成果を発表し、有珠
山が20 ～ 30年おきに噴火していることや火山の恵みについて説明しました。
　また、19日には2000年噴火当時の豊浦小学校の菊池校長先生を講師に招き、命を守ることの大
切さや自分たちにできることについて改めて考える機会をもちました。

有珠山講話

　町内小学校で「防災学校」や「避難訓練」が実施され、子どもたちが実際に体を動かしな
がら、災害から命を守る行動を学びました。

　消防署員の指導のもと、地震発生
時の安全確保の仕方や初期消火を体
験しました。
　ＮＨＫ様の協力により、浸水アプ
リなどの体験型コンテンツによる防
災教室が開催されました。
　役場防災担当職員とともに段ボー
ルベッドを作成するなど、災害を自
分事として捉える体験を通して、避
難所生活の実態を学びました。

豊浦小学校　〜地震・火災を想定した防災学校〜

「命を守る行動」子どもたちが学んだ
～町内小学校で防災学校・避難訓練を実施～
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